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　このたび兵庫県淡路県民局長に就任いたしました亀井です。どうぞよろしくお
願い申し上げます。
　兵庫県行政書士会淡路支部のみなさまにおかれましては、平素より県政の推進
につきましてご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　淡路島は、豊かな自然や歴史・文化に恵まれ、古来、天皇に食材を献上する「御
食国」と呼ばれた食材の宝庫で非常に魅力的な地域です。しかし、残念ながら現
在は新型コロナウイルス感染症により、地域の魅力を充分に発揮できない状況に
あります。また、みなさまの業務遂行に際しても、多大な影響を及ぼし日々ご苦
労をされていることと拝察いたします。
　このような中におきましても、兵庫の新たな生活様式「ひょうごスタイル」の
推進など感染症拡大防止対策を念頭に置きつつ、淡路島の特色を活かしながらコ
ロナ後の新しい社会を、みなさまと共に創造していきたいと存じます。
　今年度は、多様な観光資源を活かした「訪れたくなる島づくり」、先端技術の導入により生産性を高める「島
を支える産業の振興」、健康で豊かに暮らせる「健やかに暮らせる島づくり」、淡路島の定着人口の増加を図る
「住み続けたくなる島づくり」、また、「安全・安心な島づくり」に取り組んでまいります。
　特に令和２年は阪神・淡路大震災から２５年という節目の年です。淡路島は南海トラフ地震の津波に備える
防潮堤等の重点整備地区でもあります。警戒を怠らないよう各市とも連携して取り組み、安全で安心な地域づ
くりを推進してまいります。
　一方、来年の春と秋の２シーズンにわたり、淡路花博20周年記念として「花みどりフェア」が開催されます。
今年の秋には、感染症対策を行ったうえでプレイベントも予定されています。淡路島に大きな関心が集まり、
多くのみなさんをお迎えできるものと期待しています。
　最後になりましたが、新たな淡路の地域づくりの展開には、県民のみなさまの「参画と協働」、行政機関等
との相互の連携が不可欠です。今後とも、行政書士会のみなさまには、地域と行政のパイプ役として、住民の
方々の良きパートナーとして、さらなるご活躍を期待しております。引き続き、格別のご協力・ご支援を賜り
ますようよろしくお願い申し上げます。

　日頃より行政書士会淡路支部の活動に、ご理解とご協力をいただきありがとうご
ざいます。
　当会では、毎年10月1日から同月31日までを「行政書士広報月間」、2月22日を
「行政書士記念日」と定め、市民の皆さまへの貢献活動やＰＲ等も兼ねた無料法律相
談・公開セミナー等、行政書士制度普及のため、種々の活動を実施しております。
　行政書士ADRセンター兵庫では、兵庫県内の外国人の職場環境・教育環境に関す
る紛争、自転車事故に関する紛争、ペットに関する紛争、ならびに居住用賃貸物件に
関する敷金返還または原状回復に関する紛争に対して裁判外の解決を行っています。
　また、大規模な地震や風水害等が発生した場合における被災者支援のため、兵庫
県や県内各市町、陸運局等と防災協定を締結しております。
  災害時には、被災者支援相談窓口の設置を行い、行政書士を派遣しまして、罹災証

明の交付申請や自動車の滅失登録等、書類作成を無料で行い支援させていただきます。
　例年、淡路県民局にて毎月無料相談会を開催しておりましたが、今期は未曽有の新型コロナウイルス感染の
予防対策として中止をしておりますが、再開の折にはご活用いただければ幸いです。
　県民局・各市農業委員会の窓口に行政書士パンフレットや行政書士あわじ（会員名簿）を年間を通して設置
をしており、市民の皆さまへの情報発信と会員の情報共有として、支部ホームページやFacebookを作成して
ますので、閲覧ご利用をよろしくお願いいたします。

兵庫県淡路県民局長

亀井 浩之



　兵庫県行政書士会淡路支部の皆様方には、日頃より行政と市民の架け橋として、
日常生活の中で起こる法律上の「お困りごと」の解決から起業等のビジネスにかか
わる書類作成に至るまで、多方面にわたる業務に精励いただき、深く敬意と感謝の
意を表します。さらに、昨今の新型コロナウイルス感染症禍においては、本市の支
援策に関する情報提供等にご尽力いただき、重ねて厚く御礼を申し上げます。
　皆様方もご存じの通り、本市は豊かな自然とともに、長い歴史の中で培われた歴
史と文化の薫るまちでございます。しかし、その一方で、少子高齢化とそれに伴う
人口減少が急速に進んでいることも事実です。
　この喫緊の課題に対し、本市では将来にわたり活力ある地域社会を持続、発展さ
せるため、潤いのある豊かな生活を安心して営むことができる地域社会の形成、地
域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保及び地域における魅力ある多様な就業機
会の創出に向け、必要な取り組み等を記した「新洲本市総合戦略」を本年３月に策定いたしました。
同戦略では、
・洲本の人のあたたかさに触れ、ここに居たい、訪れたいと思う「人」を創り育む
・歴史の薫る魅力的でやすらぎある「わがまち洲本」を創り守る
・女性や若者が夢を抱いて躍動する洲本ならではの「しごと」のステージを創り広げる
という３つの基本戦略を掲げています。
　これらの戦略を有効なものとするため、都市圏からの移住・定住の促進、妊娠・出産・子育て支援や元気な
高齢者が活躍する機会の促進、起業や農水産業振興の促進等、さまざまな取り組みを、４３の具体的な事業と
して実行しております。今後は、これらの事業を検証しながら、その効果を高めてまいります。
　そして、人口減少の問題に加え、ポストコロナ社会を見据えながら、「暮らす人が誇りを、訪れる人が愛着
を抱く、人の夢を叶える共創のまち」を目指し、今後も積極的にまちづくりに取り組んでまいる所存です。
　行政書士である皆様方のシンボルは、「まごころ」を花言葉に持つコスモスと伺っております。本市、そし
て淡路島のさらなる発展と暮らす人々の安全で安心な生活を実現するため、私たち行政とともに、まごころを
持って市民に寄り添い、「たよれる街の法律家」として尚一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、兵庫県行政書士会淡路支部の益々のご発展を心より祈念いたしまして、ごあいさつとさせてい
ただきます。

洲本市長

竹内 通弘

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、
毎年10月に開催しております行政書士会・司法書士会・土地家屋調査士会の三士会
での法の日無料相談会については、今年度は中止いたします。

　また、毎月淡路県民局で開催しております市民無料相談会についても、当面の間中止
いたします。状況をみて安全な再開ができると判断できた場合は、ホームページ等にて
告知し再開いたします。なお、具体的な再開時期については、現在のところ未定です。

　相談を希望されていた皆さまにはご不便をおかけいたしますが、感染拡大防止の趣旨
をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。



新入会員紹介

法人経営の経験を活かし、地域の経営者に寄り添い、
一緒にワクワクできる行政書士を目指します。

桜井 智也

　ランニングをしながら地域の安全安心を見守る防犯ボランティア活動「ひょうごふれあいラ
ンニングパトロール」（ふれパト）。この活動は、平成30年 4月から兵庫県警察の主導のもと、
神戸新聞社、株式会社アシックスの３者で兵庫県内各地で推進しています。
　私の活動エリアである南あわじ市では、月に１度週末の夜に市内各地をパトロールしていて、
これまで2年間で延べ370人が参加してくれました。今年度は新型コロナウイルス感染拡大の
影響により自粛していますが、コロナが落ち着いたら再開する予定です。また南あわじ市だけ
でなく、洲本市と淡路市にもふれパト登録ランナーがおりますので活動されると思います。
　興味のある人は、普段のランニングを通じて地域の安全安心のために一緒に「ふれパ
ト」をしてみませんか。活動予定日等の詳細は、ふれパトのホームページをご覧ください。

ふれパトに参加してみませんか

ふれパト登録ランナー 三木秋穂https://www.fure-pat.com/ふれパトホームページ

　令和２年２月１日（土）、淡路支部の日帰り親睦旅行に行ってきました。私は淡路支部の福祉担当として今回
の親睦旅行を企画したのですが、この原稿を書いている令和２年８月現在、新型コロナウイルス感染拡大防止の
観点から、多くの人が集まるバス旅行、親睦会、飲食会などが自粛されています。今年の１月下旬当時は、テレ
ビ等で連日新型コロナウイルスのニュースが報道されていましたが、日本国内での感染者はまだほとんど確認さ
れておらず、親睦旅行を中止しなければならないほどの危機感はなかったように思います。日程があと半月遅けれ
ば、中止するかどうかの判断を迫られているところでした。(支部長が参加者全員にマスクを用意してくださりました。)
　さて、今回の親睦旅行は日帰りということで、私の独断で、できるだけ近い所、私が行きたいと思いながらこの
ような機会がなければ行かない所にしたいと思い、南あわじ市から大鳴門橋を渡ってすぐの徳島県鳴門市方面へ
行き、参加者は会員家族も含めて１５名でした。
　最初に大塚国際美術館へ行きました。この美術館はとても広いと聞いていたので、ゆっくり鑑賞ができるよう、
２時間以上の時間を確保していたのですが、実際に行ってみると想像をはるかに超えて展示スペースが広く、ゆっ
くり落ち着いて鑑賞しようとすると、２時間では全然時間が足りませんでした。
　続いて「ベイリゾートホテル鳴門海月」へ行き、魚介類を中心とした新鮮で美味しい昼食とお風呂を堪能しま
した。続いて鳴門市ドイツ館へ行きました。鳴門市には第一次世界大戦時に日本軍の捕虜となったドイツ兵を収
容した「板東俘虜収容所」がありました。板東俘虜収容所ではドイツ兵の人権が尊重され、できるかぎりの自主
的な生活が認められていました。そのため、ドイツ兵によってアジアで初め
てベートーヴェンの交響曲第９番が全楽章演奏されたところです。
　最後に、俘虜として収容されていたドイツ兵が帰国する際に記念として
設計施工した石積みアーチ橋の「ドイツ橋」を見学して、今回の親睦旅行は
終了しました。
　新型コロナウイルス感染症がはやく終息して、またこのような楽しい親
睦旅行が出来るようになることを願うばかりです。

淡路支部親睦旅行 淡路支部　樋口 正一

ばんどうふりょ
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　行政書士は、国民と行政とのきずなとして、国民の生活向上と社会の
繁栄進歩に貢献することを使命とする。

1.  行政書士は、使命に徹し、名誉を守り、国民の信頼に応える。

2.  行政書士は、国民の権利を擁護するとともに義務の履行に寄与する。

3.  行政書士は、法令会則を守り、業務に精通し、公正誠実に職務を行う。

4.  行政書士は、人格を磨き、良識と教養の陶冶を心がける。

5.  行政書士は、相互の融和をはかり、信義に反してはならない。
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